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当面する中小業者の 
要求実現をめざして・・・ 

 

２
０
１
８
年
原
水
爆
禁
止 

国
民
平
和
大
行
進 

６
月
３０
日
（
土
） 

 

平
和
の
願
い
を
こ
め
て
一
歩
で
も
二
歩
で
も
行
進
に
参
加
し
ま
し
ょ
う 
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福
商
連
の
定
期
総
会
が
６
月
１０
日
（
日
）
二
本
松
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
共
済
会
と
合
同
の
総
会
で
す
。
白
河
民
商

か
ら
は
１９
人
の
代
議
員
・
評
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
来
賓
の
宮
本
し
づ
え
（
日
本
共
産
党
県
議
会
議

員
）
さ
ん
か
ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宮
本
さ
ん
は
福
島
第
一

原
発
事
故
で
の
賠
償
問
題
や
東
電
会
長
の
第
二
原
発
は
再
稼
働
の
可
能
性

も
あ
り
う
る
な
ど
、
東
電
と
県
知
事
の
態
度
に
怒
り
を
も
っ
て
報
告
し
ま

し
た
。 

各
民
商
の
活
動
報
告
で
は
、
白
河
民
商
を
代
表
し
て
南

條
副
会
長
（
経
営
金
融
部
会
長
）
が
毎
年
開
催
し
て
い

る
「
商
売
を
語
る
」
会
を
中
心
に
報
告
を
し
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
三
年
前
か
ら 

会
員
さ
ん
３
人
に
登
場 

し
て
も
ら
い
自
分
の
商 

売
の
事
を
中
心
に
苦
労 

話
や
仲
間
と
の
共
同
・ 

同
業
者
と
の
差
別
化
な 

ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
研
究 

も
含
め
頑
張
っ
て
い
る 

様
子
が
報
告
さ
れ
ま
し 

た
。 

  

・東電への完全賠償の実現 

・原発ゼロめざし ・消費税増税中止 

・憲法改悪阻止 

活動報告で白河民商の 

「商売を語る会」報告 

 

西
郷
２
支
部 

６
月
８
日
（
金
）
蒼
の
里
に

て
西
郷
２
支
部
役
員
会
が
５

人
参
加
で
開
か
れ
ま
し
た
。

６
．
１
収
支
内
訳
書
返
還
行
動

や
県
連
総
会
代
議
員
選
出
・
拡

大
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
へ

の
参
加
、
今
年
度
の
支
部
計
画

な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。 

 

 

東
支
部 

東
支
部
役
員
会
は
６
月
５
日
㈫

に
田
崎
自
動
車
事
務
所
で
開
か

れ
、
４
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

合
同
班
会
開
催
の
日
程
を
話
し

合
い
、
婦
人
部
の
班
会
開
催
や

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
参
加

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

合
同
班
会
は
７
月

２１
日
㈯
に

開
催
予
定
で
す
。 

 

三神支部 

三神支部役員会は６月７日㈭に祭やで開かれ、８人

が参加しました。 

「収支内訳書の提出を強要するな」の請願行動の参加
結果を見ながら運動を続けていくことを確認しまし
た。県総会に出席でき 

る方を募ったり、矢吹 

町連絡協議会の話や、 

税務調査の話など様々 

な話題があがりました。 

 

 

 

県議の宮本さん 

 

（
二
本
松
） 

 

 

 

 

新
た
に
会
長

を
務
め
る
こ
と

に
な
っ
た
二
宮

会
長
（
白
河
民
商

会
長
）
が
決
意
を

こ
め
て
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。 

 

 

福
島
県
商
工
団
体
連
合
会
第
４８
回
定
期
総
会 

福
商
連
共
済
会
第
３５
回
定
期
総
会 

総会に出席した代議員のみなさん ↑ 

支
部
だ
よ
り 


